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障害 児 教 育 に お ける 評価 ・ ア セス メン ト と その 方 法 


— オン ライ ン 時 代 の た め の Differential Boost Hypothesis の 再 評価 一 
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1. は じ め に 


ある 教育 が どの 程度 効果 が ある の か 、 そ の 影響 を どう 評価 する か に つい て 
は 、 こ れ ま で も 多く の 研究 者 の 関心 を 集め て きた 。 な か で も 、 多 く の サ ポー 
ト や 配慮 が 注ぎ 込ま れる 障害 児 教育 - イ ンク ルー シブ 教育 の 分 野 に お いて は 、 
oou LR no 

に は 教育 や 支援 の 妥当 性 ・ 公 平 性 と いう 観点 か ら 、 常 に 注目 を 集め 、 そ の 
o ii D BiU DNT R7. 
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る と いえ る 。 そもそも 、 評価 方 法 の 主要 ター ム で ある test と assessment に 
つい て も 、 十 分 な 区 別 や 定式 化 が で き て いな い 。 例え ば Kubiszyn & Borich 
(2015) は 、test と assessment は し ば し ば 置き 換え 可能 な 言葉 だ が 、testing X 
V も assessment O の ほう が 、 評 価 す る 感 が 抑え られ る た め に 、 ア セス メン ト 
と いう 言葉 を 使う こと も ある と 主張 し て いる 。 Kubiszyn & Borich は 、test 
と assessment は 類義語 と し て 扱う も の の 、test と assessment と 、assessment 
process は 明確 に 区 別 する 必要 が ある と いっ て いる 。 

本 稿 で 言及 する よう に 、 ア メリ カ に お いて も 、197 年 の 全 障 害 児 教育 法 
か ら 障 害 の ある 子ども の イン クル ー シ ブ 教育 が 図ら れ 、 後 述 す る IDEA や 
NCLB 法 に よっ て その 加速 度 は 増し て いる 。 そ の よう に イン クル ー ジ ョ ン が 
進み の と は 裏腹 に 、 そ の た め の 学 習 評価 概念 や その 手法 に つい て は 、 十 分 な 
知見 が 集まっ て いる わけ で は な い 。 
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本 稿 は 、 日 本 に 数 少な い イ ンク ルー シブ 教育 の 学習 評価 論 の 経緯 に つい て 
まとめ 、 そ の 変遷 か ら 論 点 を 整理 し 、 障 害 児 教育 に お ける 評価 の 方 法 に つい 
て 考察 する 。 そ の 成果 を 受け て 、 今 後 の 日 本 の イン クル ー シ ブ 教育 、 特 に 
COVID-19 Crisis 以降 、 急 速 に デジ タル 化 ・ オ ン ラ イン 化 が すす む 教 育 現場 
に お いて 、 求 め ら れる アセ スメント の 理論 的 枠組 み を 提案 する 。 


2. テ スト と アセ スメント の 変遷 


アメ リカ に お ける 教育 測定 ・ 教 育 評価 の 歴史 は 、 こ れ ま で に も 時 代 を 分 け 
て 語ら れ て きた 。 例 えば 渋谷 (2003) は 教育 測定 ・ 教 育 評価 の 変遷 に つい て 、 
教育 測定 時 代 、 教 育 評価 時 代 、 評 価 活動 の 現代 化 の 3 つの 時 代 に 分 け て 説明 
し て いる 。 ま た 北野 (2015) も 経済 体制 に より 、 教 育 評価 体制 を 3 つの 時 代 
に 区 分 し て いる 。 し か し な が ら 、 障 害 の ある 子ども た ちと 教育 評価 と の 関係 
性 の 変遷 は これ まで まとめ られ て こ な か っ た 。 そこで 特別 支援 教育 や 、 イ ン 
クル ー シ ブ 教育 の 観点 か ら 、 こ れ ま で の 教育 評価 の 主要 な トレ ンド の 変遷 を 
大 きく 3 つ に 分 け て 示し 、 教 育 効果 と 合理 的 配慮 の 関係 性 に つい て 概観 し て 
みた い 。 





2-1. 第 1 期 measurement の 開始 : 1900-1920 年 代 

教育 へ の 評価 ・ 測 定 が 開始 され た の は 、1900 年 代 か ら 1920 年 代 で ある 。 
この 時 代 に は 、 人 間 (子ども ) が 生得 的 に 持っ て いる と いわ れる 知 的 能力 を 
測る テス ト が 次 々 に 開発 され 、「 学 習 者 ] の 選別 が 行わ れ て いた 。 第 1 期 の [ 学 
習 者 の 選別 ] の 象徴 と も ちい える 動き が 、1900 年 代 か ら の 「 教 育 測定 運動 ] と 、 
1926 年 の 「 進学 適性 検査 (Scholastic Aptitude Test) | 開始 で ある 。 

| 教育 測定 運動 ] と は 、20 世紀 初頭 に 見 られ た 、 そ れ ま で の テス ト へ の 反 
省 か ら 生 まれ た 研究 の 動向 で ある 。 教 育 測定 運動 を 支え を て いた の は 、19 世 
紀 後 半 に 発展 し た 自然 科学 の 進歩 を 促し た 観察 や 、 測 定 の 手法 を 教育 事象 に 
も 応用 すべ きだ と する 考え 方 で あっ た 。 同 時 に 教育 の 実証 主義 、 教 育 統 計 の 
進歩 、 個 人 差 心理 学 な ど に より 、 知 能 、 学 力 な どの 客観 的 測定 法 が 熱心 に 議 
論 さ れる よう に な っ た (渋谷 2003))。 こ の 教育 測定 運動 に は 「 標 準 テ スト 」「 精 
神 検査 法 [科学 的 管理 法 ] の 3 つの 系 譜 が ある と いわ れ て お り (田中 1988). 
現在 の SAT の 前 身 で ある 1926 年 の 「 進学 適性 検査 (Scholastic Aptitude Test: 
SAT) | 開始 は 、 こ の 運動 の 集大成 と いえ よう 。 そ こ で 、 ま ず は 「 教 育 測定 運 
動 ]| の 3 つの 系 譜 を 概観 し 、 そ れ ら が いか に 「 進 学 適性 検査 ] を 実現 きせ た の 
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か 見 て いく 。 


標準 テス ト 

標準 テス ト は 、 心 理学 者 ・ 教 育 学 者 の Thorndike. E._L. に よっ て 主張 され た 
も の で ある 。Thorndike IX, 1904 年 に 『 精 神 的 ・ 社 会 的 測定 学 序説 』 を 著 し 、「 教 
育 測定 の 父 ] と 呼ば れ て いる 。「 全 て 存在 する も の は 、 何 ら か の 量 に お いて 存 
在 す る 」 と いう 言葉 に 象徴 され て いる 通り (Thorndike 1918)、 彼 は これ まで 
の 論文 体 ケ スト が 主観 的 で あり 、 結 果 に 信頼 が 置け な いこ と を 証明 する と と 
も に 、 学 力 が 客観 的 に 測定 で きる も の だ と 主張 し 、 客 観 テ スト 形式 の 考案 を 
促し た (渋谷 2003)。 当 時 の 論文 体 ケ スト に お ける 採点 結果 の 研究 は 、1912 
年 の Starch, P. と Elliott, E. C. の 研究 が 有名 で ある 。 こ の 研究 で は 、142 人 の 
教員 に 、 中 学 1 年 の A,B2 人 の 生徒 の 論文 体 の 英語 の 答案 を 別々 に 採点 し て 
も ら っ た 。 研究 の 結果 、 同 じ 答 案 に 60 点 を つけ る 教員 も いれ ば 、90 点 を つ 
ける 教員 も お り 、 同 じ 答案 で も 教員 に よっ て 採点 が 大 きく 異な る こと が 明 ら 
か に な っ た (渋谷 2003) 。Starch と Elliott の 研究 に も 見 られ る よう に 、 採 点 の 
客観 性 と いう 問題 へ の 反省 か ら 、 試 験 評価 者 の 主観 の 入っ た テス ト で は な く 、 
誰が 採点 し て も 同じ 評価 と な る | 客観 性 ] を 強く 意識 し た テス ト が 必要 と さ 
れ 、 そ れ が 強く め ざ さ れる 時 期 が 続く こと に な る 。 

北野 (2015) は 、 こ の 標準 テス ト の 系 譜 に つい て 、1911 年 の 「 全 米 教育 協 
会 (National Education Association: NEA)」 の 動向 に 注目 し まとめ て いる 。NEA 
で は 標準 テス ト の 実施 と 点数 の 基準 を 策定 する 委員 会 [学校 及び 学校 制度 に 
お ける テス ト と 効率 基 進 に 関す る 委員 会 (Committee on Tests and Standards of 
Efficiency in Schools and School Systems)」 が 設置 され 、1913 年 か ら 3 年 連続 で 
検討 課題 の 内 容 が 報告 きれ て いる 。 こ の 委員 会 の 目的 は 、 学 校 の 経営 管理 、 
童 の 学力 、 教 員 活 動 の 効率 性 な ど を 測定 調査 する 方 法 を 検討 し 、 学 校 の 効 
率 性 を 向上 させ よう と する も の で あっ た 。 

この 当時 の 標準 テス ト は 、 質 的 側面 を 軽視 する ば か りか 、 そ の 時 の 子ども 
の 状態 や 、 当 時 の 教育 課程 、 教 和書 な ど を 表 定 する 保守 的 な 理論 に より 開発 
され た も の で あり (田中 1988)、 ま た あく まで も 学校 の 経営 効率 の 向上 の た 
め の も の で 、 個 人 の 学力 向上 を 目的 と し て 使わ れる も の で は な か っ た 。 
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精神 検査 法 
1905 年 フラ ンス の Binet, A. ら に より 、 知 能 検査 が 開発 され た 。Binet ら が 
知能 検査 を 開発 し た 目的 は 、 小 学校 に 入学 し た の ち に 、 学 業 に つい て いく こ 
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と が で き な い 子ども た ち を あら か じ め 見 分 ける こと で あっ た 。 Binet ら の 知 
能 検 在 は 、 学 び 方 を 学ぶ た め 、 学 ぶ ぶ ため の 態勢 づく り の た め の 検 査 で あり 、 
現在 で いう 特別 支援 教育 の た め に 知 的 検査 を 使 お うと し て いた 。 

Binet ら に よる 知能 検査 は 世界 に 影響 を 与え 、 当 時 隆盛 し て いた 優生 学 運 
動 へ 結び つい て いっ た 。Binet ら が 自覚 し て いた 知能 検査 の 限界 や 、 あ くま 
で 実用 の た め の 検 査 で ある と いう 前 提 は 無視 され 、 ア メリ カ で は Terman が 
この 検査 を 参考 に 、1916 年 に スタ ン フ ォ ー ド - ビ ネー 式 知能 検査 を 開発 し て 
いる 。 こ の 知能 検査 は 、1912 年 に ドイ ツ の Stern, W. に よっ て 創案 きれ た 知 
能 指数 (IQ) 概念 を 実用 的 な 検査 に 取り 入れ た も の で あっ た 。 こ の テス ト は 
全米 的 な 規模 で 実施 きれ 、 幼 稚 園 見 か ら 第 12 学 年 まで の 子ども た ち を 対象 
に 、 知 識 (academic knowledge) を 評価 する こと を 試み た 。Terman は 、 す べ て 
の 人 は 客観 的 に 予測 可能 な 、 知 的 能力 が ある と 主張 し た (Lemann 2004) 。 

「 天 才 の 発生 的 研究 ] に お いて Terman は 、IQ140 以上 を 天才 と し 、 高 い IQ 
指数 の 子ども た ちの 身体 ・ 精 神 ・ 性 格 的 特色 を まとめ た 。Terman は 「 知 能 は 
1 つの 因子 か ら 成 り 立 ち 、 遺 伝 に よっ て 生得 的 に 決定 され て いる た め 不 変 」 
で ある と する 立場 を と っ て いた 。 IO の 算出 に より 、 子 ども た ち 個 人 個人 に 
IQ が 与え られ る こと と な り 、 子 ども た ちの 様々 な 才能 を 、 結 果 と し て IO 概 
念 の な か に の み 表 し て し まう こと と な っ た 。 

さら に 第 一 次 世界 大 戦 参 戦 に より 、Yerkes, R. M. が 大 規模 な 集団 式 の 知能 
検査 (Army Test) を 実現 させ 、 検 査 結果 を 新兵 の 人 種 に よる 比較 分 析 に 用 い 
だ 。 

人 間 の | 知能 (intelligence) ] を 測定 可能 と し た 、1910 年 代 半 ば に 登場 する 
IIQ・ 知 能 テ スト 」 は 、 た ん に 人 間 の 知能 を 科学 的 に 測定 可能 と し た だ け で 
は な く 、 人 間 (子ども ) の 知能 は 生得 的 に 決定 され て いて 、 人 間 の 教育 可能 
性 の 予測 は 早期 に 可能 で ある と し た も の だ っ た 。 さらに は 、 生得 的 な 知能 水 
進 と 学業 の 間 に は 深い 相関 関係 が ある こと る も 主張 され た (北野 2015) り 。 ア メ 
リカ で は 知能 検査 が 優生 思想 と 結び つき 、 激 化し て いっ た 。 























科学 的 管理 法 

第 3 の 系 譜 で ある 「 産 業 効率 ] を モデ ル と し た 「 科学 的 管理 法 ] に つい て は 、 
「 科 学 的 管理 法 の 父 ] と 呼ば れる Taylor, F. W. が 有名 で ある 。 も と も と は 生産 
能率 の 向上 と 、 工 場 に お ける 作業 管理 の 合理 化 を 目標 と し た も の で あっ た が 、 
この 科学 的 管理 法 の 導入 は 、 教 育 現 場 に も 取り 入れ られ る よう に な り 、 学 校 
の 経営 管理 に 影響 を 与え た 。 
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上 述 の 通り 、Yerkes に よっ て 開発 され た 1917 年 の Army Test で は 「 集 団 式 
知能 検査 法 ] が 初め て 採用 され た ?。 知 能 検査 の 個別 式 か ら 集 団 式 へ の 変化 
は 、 本 来 比較 で き な い は ず の 人 種 な ど に 焦点 を あて た 集団 と 集団 の 比較 の た 
め の 利 用 を 可能 に し た 。 ま た この Army Test を 契機 に 「 多 肢 選 択 法 ] も 開発 き 
れ た 。 こ れ に より 「 採 点 の 容易 さ ]「 時 間 短 縮 ] を も た らし 、 集 団 に も 対応 可 
能 な 、 客 観 性 を 持っ て 能力 を 測定 する テス ト が 実現 ・ 普 及 し て いっ た (北野 
2015) 。 











進学 適性 検査 (Scholastic Aptitude test: SAT) 

Terman を 中 心 と する 心理 学者 に よる 影響 は 、 学 校 教育 に も 強く も た ら さ る 
れ た と いう (Ravitch 2000-2008). Terman は 、 精 神 年 齢 を 用 いる こと で 、 児 
音 ・ 生 徒 を 均質 の 集団 に 割り 振り 教え ん る こと が 可能 だ と 説明 し 、 就 学者 の 急 
増 に 伴う 学校 運営 上 の 問題 を 解決 する 手段 と し て 、 集 団 知能 検査 を 提唱 し た 
(Terman 1919, Terman 1923) 。 

1926 年 に は 、 現 在 に も 行わ れ て いる 大 学 進学 の た め の テ スト SAT の 前 身 
[ 進学 適性 検査 (Scholastic Aptitude Test: SAT)」 が 開発 され た 。SAT と は 、 ア 
メリ カ の 大 学 に 入学 する 際 に 考慮 する 要素 の 1 つ で ある 。 こ の SAT の 開発 当 
初 に は 、 Terman の 主張 を 踏襲 する Brigham, C.C. や Yerkes が 関わ っ て お り 、「[ 学 
びに 対す る 適性 を 確か め る こと を 目的 と する 知能 検査 」 (Ravitch 2000-2008) 
と な っ て いた 。 開発 者 の 1 人 で ある 、 心 理学 者 (優生 学者 ) Brigham は 、 高 等 
学校 の 科目 の 達成 度 よ り も 、 知 的 能力 に 基づく 受験 者 の 特定 の ほう が 、 そ の 
後 の 高等 教育 の 成功 を 予測 する こと が で きる と 主張 し た (Crouse 1988)。 こ 
の テス ト は 、 判 断 、 計 算 、 場 合 分 け 、 人 工 言語 、 反 対語 (対義語 )、 数 列 、 論 
理 的 推論 、 を し て リー ディ ング の 問題 で 構成 きれ て いた 。 こ の 当時 の SAT は 、 
315 の 設問 に 、90 分 で 回 答 す る も の で あり 、300 以上 の 試験 会 場 か ら 8000 人 
以上 の 受験 者 が 受験 し た と いう 。SAT 同様 、 大 学 入学 時 の テス ト と し て 、 当 
時 College Board ? が 「 共 通 試験 ] を 開発 し て お り 、 こ れ は 「 こ れ ま で の 個別 性 
の 高い 入学 試験 と 比較 し て 格段 に 優れ た 選抜 試験 ] だ っ た と いう が 、「 共通 試 
験 ] の 受験 に は 長期 的 な 準備 が 必要 で あっ た 一 方 で 、SAT は 全国 各地 に 試験 
会 場 を 設置 し 実施 する た め 、 地 方 の 高校 か ら で も 受験 が 可能 で あり 、 様 々 な 
地域 や 階層 か ら 大 学 入学 者 を 選抜 する こと が で きる と いう 利点 が あっ た ( 荒 
H 2003)。 第 二 次 大 戦後 、G・I 法 ? の 影響 を 受け て College Board へ の 加盟 校 
が 大 幅 に 増え 、SAT の 受験 者 が 爆発 的 に 増加 し た 。1943 年 に 2 万 6000 人 で 
あっ た SAT 受験 者 数 は 、193$ 年 に は 8 万 6000 人 に 、196$ 年 に は 10 倍 の 85 
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万 人 に 、 そ し て 1970 年 に は 100 万 人 を 越え た と いう (Schudson 1972) 。SAT 
の “Aptitude (適性 、 才 能 、 素 質 )” と いう 言葉 が 象徴 し て いる よう に 、 こ の 時 
代 の 教育 評価 は 、 努 力 や 工夫 で は な く 、 生 得 的 な 知能 や 適性 を 測り 、 そ れ に 
よっ て 学習 者 や 進学 者 を 選別 し て いた 。 教 育 測定 運動 に よる SAT の 誕生 は 、 
当時 の 大 学 就学 者 数 の 急増 に いか に 対応 する か と いう 問題 を 背景 と し て お 
り 、 知 能 検査 を 行う こと で 「( 学 びに) 向い て いる 者 ]「 向 いて いな い 者 ] db 
ら か じ め 把 握 す る も の で あっ た 。 ま た それ が 集団 式 の 知能 検査 で あっ た こと 
か ら 、 本 来 比較 で き な い は ず の 人 種 集団 を 比較 する な ど 、 生 得 的 な 要因 に よ 
る 「 学習 者 ] の 選別 を 可能 に する 試験 だ っ た と いえ る 。 この 時 期 に 開発 され 
た テス ト は 、 ど の よう に 教え た の か と いっ た 学習 や 教育 の 具体 的 な 内 容 や 生 
徒 の 習得 度 と いう より も 、 実 施さ れ た 教育 その も の に 、 ど の 程度 の 影響 が あっ 
た の か を 測定 で きる と し 、 数 値 的 に 把握 する こと が 可能 に な っ た と いう 点 に 、 
に 特徴 が ある と いう こと が で きる 。 

その 後 、1930 年 代 に は SAT に お いて 障害 の ある 受験 者 へ の 配慮 が 実施 さ 
る よう に な っ た (ETS 1988)。1937 年 に は 、SAT (Scholastic Aptitude Test) 

に お いて 視覚 障害 の 受験 者 へ の 配慮 が 提供 され 、College Board は American 
Foundation for the Blind の 支援 に より 、100 の 反対 語 、50 の 類推 問題 、 そ し て 
50 の 読解 問題 が 入っ た 点字 の ブッ クレ ッ ト を 開発 し て いる (Rosenfeld et al. 
1995), 1956 年 に は 、U.S. Civil Service に よる 、 昇 進 に 関係 する テス ト に お 
ける 、 視 覚 障害 の 受験 者 へ の 配慮 の 、 テ スト の 妥当 性 へ の 影響 が 調査 され 、 
また 同時 に 視覚 障害 の 受験 者 へ の 試験 が 実施 され た (Pitoniak & Royer 2001) 。 

また 、 配 慮 の 基準 を リス ト 化 し た 、1985 年 版 The Standards の 前 身 と な る 
Technical Recommendations for Psychological Tests and Diagnostic Techniques 
(APA 1954) が 発表 され 、 第 二 版 (Standards for Educational and Psychological 
Tests and Manuals) は 1966 年 、 第 三 版 は 1974 年 に 出版 され て いる 。 























2-2. 第 2 # evaluation の 導入 : 1930 年 代 -1975 a 

Scholastic Aptitude Test: SAT に 人 象徴 され る よう に 、 教 育 測定 運動 に よっ て 
誕生 し た テス ト は 、 生 得 的 な 要因 か ら 「 学 習 者 」 iE ほ 別 する も の で あっ た 。 
その 教育 測定 運動 に よっ て 生ま れ た テス ト が 、 単 に 客観 的 に 現状 を 測定 し 、 
数 値 化 する の み に と ど ま っ て いた こと へ の 反省 か ら 、 教 育 測 定 で は な く 教 
育 評 価 へ と 教育 観 が 大 きく 変化 し て いっ た 。 教育 評価 概念 は 1933 年 か ら 行 
われ た 8 年 研究 に より 誕生 し た 概念 で ある 。 こ の 8 年 研究 は 、 環 境 的 な 要因 
に より 、 生 徒 ・ 学 生 の 学力 が 変化 する 可能 性 を 示す も の で あっ た 。 さらに 
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1930 年 代 に は 上 述 の 通り 、 II の 受験 者 に 対す る 配慮 が 行わ れ 、 
点字 を 使用 し て の 受験 が 可能 に な っ た 。1930 年 代 か ら 学習 に 関し て 、 環 境 
的 な 要因 が 注目 きれ る よう に な っ て いく 。 


8 年 研究 (measurement か ら evaluation へ ) 

教育 測定 運動 は 、 客観 的 に 個人 を 測定 する | 教育 測 定 (Educational 
Measurement) |] が 「 も っ と 教育 の 目標 と 緊密 に 結び つけ る べき な の に その 自 
覚 が 希薄 だ っ た 」 こ と 、 そ し て 「 知 識 ・ 技 能 と いっ な た 測定 ・ 量 化し や すい も 
の を 重視 し 、 教 育 の 成果 や 教育 の プロ セス の 評価 が 脱落 し て いた 」 こ と に 対 
する 反省 に より 、 新 た に 「 教 育 評価 (Educational Evaluation) ] 運動 が 展開 され 
て いっ た (渋谷 2003) 。 教 育 評価 運動 の 直接 的 な 契機 と な っ た の は 、 ア メリ 
カ の 進歩 主義 教育 協会 (the Progressive Education Association: PEA) が 実施 し た 
「8 年 間 研 究 (The Eight-Year Study) 」 で ある 。 この 研究 は 教育 学者 Dewey, J. や 、 
後述 する 全国 学力 調査 に 議長 と し て 参画 する こと に な る Tyler R. W. DDE 
唱 者 と し て 結成 され た 人 々 に より 推進 きれ た 。 彼 ら は 、 ア メリ カム の 伝統 的 な 
入学 試験 制 に も と づく 入学 者 グル ー プ と 、 入 学 試験 な し で 入学 させ る グル ー 
プ を つく り 、 高 校 か ら 大 学 へ 入学 し た の ち に どう な る か に つい て の 追跡 的 研 
究 か ら 、 高 校 の カリ キュ ラム に つい て の 実験 を 行なっ た (渋谷 2003))。 こ の 
人 HE 
ズ を 満た す よ うに 設計 され て いる と いう 批判 が あっ た 。 こ の 研究 は 、 大 学 入 
学 の た め の テ スト を 受 験 する と いう 入学 条件 を 失 く し 、 高 校 の 校長 の 推薦 で 
大 学 へ 入学 させ る こと を 認め させ た (荒井 2003)。 当 時 、1929 年 に 起こ っ た 
大 恐慌 に より 大 学 入学 者 が 減少 し て いた た め 、 大 学 側 は 比較 的 容易 に その 要 
件 を 受け 入れ 、 テ スト 受験 と いう 条件 が な く な っ た こと で 、 高 校 側 は カリ キュ 
ラム の 実験 を 開始 し た 。 入 学 試験 な し で 大 学 に 入学 し た グル ー プ の 高校 で は 、 
より 学際 的 な 内 容 で 、 か つ 芸 術 や 課外 活動 に 重点 を 置い た カリ キュ ラム を 学 
び 、 AM nea その 結果 、 iig oo グル ー プ と 同じ 成績 を 
と っ た が 、 に 加え て さら に 芸術 、 、 社 会 的 な 活動 を 積極 的 に 行っ た 
ioc um na カリ 
キュ ラム リソー ス (コン サル タン ト 、 助 成金 、 宣 伝 ) に よっ て より 優れ た 成 
績 を 収め た こと か ら 、 カ リキ ュ ラ ム 構 造 が 、 よ り よ い 条 件 下 (家族 や 教員 が 
リベラ ル な イデ オロ ギー を 持っ た と き 、 大 学 が 審査 を 緩和 し た と き 、 財 団 が 
支援 を 提供 し た と き ) で 変化 する 可能 性 が ある こと を この 研究 は 示し た 。 第 

二 次 世 界 大 戦 と 冷戦 の 影響 に よっ て 、 研 究 は 8 年 で 終了 し た が 、 こ の 改革 は 
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大 き な 影 響 を 与え 、 課 外 活動 等 に よる 教員 の 労働 力 の 増加 や 、 大 学 の 競争 が 
激化 し た (Tyack 1995); 

環境 要因 に より 生徒 ・ 学 生 の 学力 が 変化 する と いう 8 年 研究 か ら 、 学 習 観 
が 大 きく 変化 し た 。 さ ら に 、1969 年 か ら 現在 に 至る まで 実施 され て いる 全 
国学 力 調査 (National Assessment of Educational Progress: NAEP) に 、 教 育 測定 
か ら 教 育 評価 へ の 転換 を 見 る こと が で きる 。 





全国 学力 調査 (National Assessment of Educational Progress: NAEP) 

196$ 年 に は 、 初 等 中 等 教育 法 (Elementary and Secondary Education Act: ESEA) 
が 成立 し た 。 こ れ は 経済 的 ・ 社 会 的 に 不利 な 状況 に ある 児童 ・ 生 徒 が 、 一 
定 の レベ ル の 学業 を 達成 する た め 、 州 に 与え られ る 連邦 補助 金 制度 を 定め 
た も の で ある 。 また 同年 、 全 米 学力 調査 (National Assessment of Educational 
Progress: NAEP) が 創設 され た (Fitzharis 1993) 。NAEP と は 、 ア メリ カ で 定期 
的 に 実施 され る 全国 学力 測定 で ある 。1969 年 か ら 1979 年 まで 毎年 実施 され 、 
1980 年 か ら 96 年 の 間 は 2 年 に 1 度 実施 され 、 再 び 97 年 か ら は 毎年 行わ れ て 
いる 。NAEP に は 2 つの 目的 が ある 。 1 つめ の Main NAEP ( 主 調査 ) は 、 最 
新 の 教育 測定 技術 の 適用 と 開発 を 行う 調査 で 、 社 会 的 要請 の 高い 教育 課題 へ 
取り 組む も の で あり 、 も う 1 つ の Long-term Trend NAEP (動向 調査 ) は 、 時 系 
列 的 な 学力 変化 を 調べ る も の で ある 。 被験 者 は 4 学年 、8 学年 、12 学年 と な っ 
て お り 、2000 年 の Main NAEP ( 主 調査 ) で は 2500 校 か ら 10 万 6500 人 の 被験 
者 が 抽出 され た (村木 2003)。 試 験 科目 は 読解 、 数 学 、 理 科 、 作 文 、 米 国史 、 
公民 、 地 理 、 芸 術 な ど 広 範囲 に 渡っ て お り 、 音 楽 、 演 劇 、 美 術 、 尊 踊 な ど を 
含ん だ 芸術 教科 も 最近 で は 測定 し て いる (荒井 2008). 被験 者 を NAEP 側が 
サン プリ ング し て いる 通り 、NAEP は 個人 の 学力 に は 関心 が な く 、 ア メリ カ 
の 地理 的 、 あ る い は 民族 的 な 様々 な 集団 の その 時 点 で の 学力 分 布 と その 変遷 
を 調査 する こと を 目的 と し て いる 。 そ の た め 生 徒 個人 や 学校 単位 の デー タ に 
は アク セス する こと は で き な い が 、 こ れ に よっ て 調査 結果 が 特定 個人 の 学力 
評価 や 、 教 員 の 能力 評価 に 短絡 的 に 使用 きれ る こと を 店 け て いる 。 し か し 、 
調査 後 の 報告 書 は 公開 され 、 例 えば 性 別 、 人 種 (民族 ) 別 、 保 護 者 の 学歴 別 
統計 や 、 保 護 者 、 教 師 、 委 員 、 関 係 者 な ど へ の Q&A、 そ し て 教育 や 授業 に 
役立つ 教員 ・ 教 材 開発 者 向け の 資料 、 児 童 ・ 生 徒 、 教 員 、 校 長 な どか ら 得 た 
到 景 情報 と 、 成 績 と の 関連 分 析 情 報 の 要約 な ど が まとめ られ て いる 。 

「 ア メリ カ の 子ども た ちの 全体 の 達成 度 」 を 測る NAEP は 、 受 験 者 の 学力 
の み を 測っ て その 現状 を 把握 する こと で 、 純 粋 な 教育 効果 を 測る こと が で き 






























































障害 児 教育 に お ける 評価 ・ ア セス メン ト と その 方 法 一 オン ライ ン 時 代 の た め の Differential Boost Hypothesis の 再 評価 一 257 


る 。 ま た 、NAEP は あく まで 達成 度 を 測る こと を 目的 と し 、 そ こ で の 個人 の 
成績 は 公表 され な いた め 、 大 学 入 学 の た め の 選 抜 に 用 いら れる SAT の よう 
な テス ト と も 性 格 を 異 に し て いる 。 第 2 期 に 始ま っ た NAEP は 教育 測定 か ら 、 
教育 評価 (evaluation) へ と 、 教 育 の 効果 を 把 掘 する 視点 の 変化 を 象徴 する も 
の の 1 つ で ある と いえ る 。 

NAEP は その 後 、 1990 年 の 個人 教育 法 (Individuals with Disabilities Education 
Act) の 影響 を 受け 、 障 害 の ある 子ども た ち を 含め た 調査 を 実施 し て いる 
(Beaton et al. 2011) 。 








障害 の ある 子ども の 教育 参加 

1940 年 代 に は 、 特 殊 学 級 ・ 特 殊 学校 に 在籍 し て いる 子ども の 数 は 、 障 害 
の ある 子ども 全体 の 1.56 % で あっ た 。 し か し 、 人 種 に 基づく 分 離 は 差別 で 
ある と し た 1934 年 の ブラ ウン 判決 が 、1970 年 代 の 障害 の ある 子ども の 教育 
へ と 大 きく 影響 し て いく 。 ペ ン シ ル バニ ア 州 で の 、1971 年 PARC 裁 判 ? と 
1972 年 ミル ズ 裁 判 ? で は 、 そ れ ぞ れ 知 的 障害 の ある 子ども が 教育 プロ グラ 
ム か ら 利 益 を 得 ら れる こと 、 重 度 の 障害 の ある 子ども に 対す る 教育 の 必要 性 
が 確認 され た 。 その 結果 、1970 年 に 特殊 教育 規定 を 備え て いた 州 は た っ た 
の 13 州 に 過ぎ な か っ た が 、1974 年 まで に 35 州 へ と 増加 し た 。 し か し 、 実 際 
は 1960-70 年 代 初頭 に な っ て も 全て の 子ども の 就学 義務 が 達成 きれ た わけ で 
は な く 、 障 害 の ある 子ども は 公 教 育 か ら 排除 され て いた (吉良 2015)。 





2-3. 第 3 # assessment へ の 注目 : 1975 年 頃 か ら 現在 
Scholastic Aptitude Test か ら Scholastic Assessment Test へ 

1970 年 代 の 教育 に お ける evaluation の 導入 は 、 広 範囲 な 影響 力 を も ち 、 現 
在 で も 教育 の 改善 に 一 定 の 役割 を 演じ て いる 。 し か し これ 以降 、80 年 代 に 
入る と 、 教 育 に お ける 能力 評価 は 、2 つの 点 で 変容 を 迫 ら れる よう に な る 。 

第 一 に 、「assessment 化 ] と で も 呼ぶ べき 変容 で ある 。1983 年 の “A Nation 
at Risk" (『 危 機 に 立つ 国家 ] 7) に より 、 ア メリ カ の 経済 的 な 衰退 と 学力 の 低 
下 が 公 に 発表 きれ た が 、1960 年 代 か ら SAT の 得点 が 降下 し 、70 年 代 に 入っ 
て も 学力 低下 の 原因 が 解明 で き な い まま で あっ た 。 こ の よう な 状況 を 受け 
1990 年 、SAT は 改革 を 実施 し た 。 ま ず 、1941 年 以来 変わ っ て いな か っ た 基 
進 点 を 再 調整 し 、 出 題 内 容 や 解答 方 法 に も 大 幅 な 手直し を 加え 、 ま た これ ま 
で 時 間 制 限 の 厳し い 試験 で あっ た が 、30 分 延長 する こと が 決定 され た (荒井 
2003)。 最 も 大 き な 変 更 は 、 こ れ ま で 進学 適性 試験 SAT (Scholastic Aptitude 
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Test) と し て 実施 きれ て きた テス ト を 、 進 学 能力 評価 試験 SAT (Scholastic 
Assessment Test) と 改称 し た こと で あっ た 。 し か し な が ら 、SAT か ら “Aptitude” 
と いう 語 を 消し まり 、 生 得 的 な 能力 を 測定 する と いう 意味 か ら “Assessment” 
へ と 改名 し た も の の 、 そ の 内 実は いま だ に 生得 的 な 能力 を 測る 知能 検査 を 含 
む も の で あ っ た 。 

2000 年 、 カ リフ ォ ル ニア 大 学 の 人 入試 改革 を 指揮 し て きた 総長 Atkinson, R. 
は 、SAT "が いま だ に 知 的 検査 の 色合い を 残し て いる と 訴え 、 カ リフ ォ ル ニ 
ア 大 学 の 入学 要件 か ら 外 す よ うに 関係 者 へ 指 志 し た 。SAT の 年 間 受 験 者 は 、 
延べ 220 万 人 で 、 そ の うち の 13 % が カリ フォ ルニア 州 の 受験 者 が 占め て い 
た た め 、SAT を 主宰 し て いた College Board は Atkinson の 主張 を 退け る わけ 
に は いか ず 、2002 年 に SAT の 大 幅 な 見 直し が 発表 きれ た (田中 2002)。 こ の 
見 直し に より 、SAT の 言語 テス ト 、 数 学 テス ト の 両方 か ら 知 的 検査 的 項目 を 
外し 、 言 語 テ スト に は 長文 読解 と 文法 の 問題 が 加え られ 、 数 学 の テス ト で は 
より 難易 度 の 高い 問題 を 出す こと が 決定 され た (荒井 2003)。 こ れ ら の 変化 
は 、 ア メリ カ の 教育 上 の 能力 評価 が 、 能 力 を 競 わ せる テス ト で は な く 、 一 人 
ひと り の 達成 度 を 見 る 、 ア セス メン ト と し て の 役割 を 葵 び て きた こと の 証左 
で あろ う 。 








教育 関連 の 法律 の 成立 ・ 改 正 と IEP 

も う 一 つの 変化 は 、 障 害 の ある 子ども た ち 向 け の 支援 の あり 方 で ある 。 
1970 年 代 に よう や くく 確立 し て きた 特別 支援 教育 は 、 こ こ に き て 一 つの ハイ 
ライ ト を 迎え る 。 そ れ が 、197 年 に 施行 され た 全 障 害 児 教育 法 (Education 
for All Handicapped Children: EAHC) で あっ た 。EAHC は 「 障 害 児 の 権利 章 典 」 
と も いわ れる 法律 で あり 、 障 害 の ある 子ども た ちの 教育 に 極め て 大 き な 変 化 
を も た ら す も の で あっ た 。 こ の 法律 に より 、 こ れ ま で 「 分 離す れ ど も 平等 」 
と され て きた 障害 の ある 子ども の 教育 に つい て 、 全 米 で 800 万 人 の 障害 の あ 
る 子ども た ち へ の 公 教 育 を 受け る 権利 が 保障 され た 。 こ の 法律 の 主要 な 点 は 、 
3 歳 か ら 21 歳 まで の 子ども が 、 無 料 か つ 適切 な 公 教 育 を 受け る 権利 を 有 し 
て いる と され た こと と 、 障 害 の ある 子ども が 最も 制約 の 少な い 環 境 で 教育 を 
うけ る こと を 公立 の 学校 に 義務 づけ た こと 、 そ し て 個別 教育 計画 Individual 
Education Plan: IEP) が 導入 きれ た こと で ある 。 

IEP は 、 障 害 の ある 子ども の 保護 者 を 含め た チー ム で 、 個 別 化 さ れ た 教育 
計画 を 作成 する 。 こ の 教育 計画 の な か に は 、 子 ども の その 時 点 で の 教科 ご と 
の 達成 度 や 、 機 能 的 な 遂行 能力 、 年 間 達 成 目標 な ど が 明記 され 、 都 度 見 返す 
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が 当て られ て こ な か っ た 、 個 人 の 学習 の 向上 を 目的 と し て いる と ころ に 大 き 
な 違い が ある 。 

その IEP の 導入 が 、 障 害 の ある 子ども た ち に と っ て 重要 で あっ た の は 、 そ 
れ が 子ども た ち 一 人 ひと り に 対し て 計画 され る も の で あり 、 子 ども た ち ど う 
し を 比較 し た り 、 デ ー タ を 集め て 分 析 す る と いう 仕組 み と は 異な っ た 、 新 し 
い 性 格 を 備え て いた 点 で ある 。 その 意味 で 、measurement か Ò evaluation へ 
と いう 教育 効果 の 変遷 と は 別に 、assessment と いう 新しい 教育 評価 の 方 向 性 
が 生ま れ て いる こと を 、 確 認 す る こと が で きる 。 

し か し 一 方 で は 、1994 年 の 初等 中 等 教育 法 に より 、 ア メリ カ国 民 全 体 が 
読み 書き で きる よう に な る こと が 強調 され 、 全 州 学力 試験 の 実施 と 、 そ の 報 
告 が 義務 づけ られ た り 、 学 校 単 位 で 成果 に 対す る 報酬 と 制裁 が 行わ れる こと 
と な っ た 。 こ の 法律 の 改正 に よっ て 、 障 害 の ある 子ども が 学力 試験 を 受験 し 
た 場合 、 学 校 の 総 得点 が 下がる た め に 、 州 に よっ て は テス ト か ら 排 除 さ れる 
こと も あっ た と いう ( 後 上 , 中 澤 , 松 村 2002) 。 

この よう な 状況 の な か 、1990 年 に 全 障 害 児 教育 法 は IDEA (Individuals with 
Disabilities Education Act) へ と 改称 ・ 改 正 さ れ た 。IDEA で は 、 障 害 の ある 子 
ども が 通常 の カリ キュ ラム か ら 排 除き れ て きた こと 、 そ れ に よっ て 、 人 障害 の 
ある 子ども が 高い 学力 を 達成 する こと が 制限 され て いる こと 、 ま た 障害 の あ 
る 子ども の ドロ ッ プ アウ ト が 、 障 害 の な い 子 の 倍 み られ て いる こと 、 そ し て 
その 多く の 就職 が 困難 で ある な ど 、 い くつ か の 教育 に 関す る 課題 が あげ られ 
て いた 。 そ こ で 、 こ の 法 改正 で は 、 障害 の 有無 に か か わら ず 、 す べ て の 児童 ・ 
生徒 へ の 同じ カリ キュ ラム へ の アク セス の 提供 が 強調 され た 。1975 年 の 全 
障害 児 教育 法 か ら IDEA へ の 変化 は 、 そ の 名 前 の 通り 、 個 別 の 障害 者 の 教育 
法 に な っ た こと で あっ た 。 こ の 法律 の 整備 に よっ て 、 一 般 学級 に お いて 、 イ 
ンク ルー シブ な 環境 で 学ぶ 子ども た ち が 増 えた 。 こ れ ら の 動き は 、 生 得 的 な 
要因 で 学習 者 を 選別 する 第 1 期 の measurement や 、 環 境 要 因 と の 関係 が 注目 
され る よう に な っ た 第 2 期 の evaluation 概念 と は また 異な っ た 、 新 し い 評 価 
概念 で ある assessment の 成立 と いう 動き と 軌 を 一 に する 。 

assessment に お いて 重要 な の は 、 一 般 学級 に お いて 、 そ の 子ども 1 人 に 対 
し て いか に 配慮 を 提供 し 、 障 害 の な い 同 級 生 と 一 緒 に 学ぶ か と いう こと で あ 
bo ~H T, evaluation & と いう べき 評価 の 仕組 み と の 併存 も 、 第 3 期 の 特徴 
で も ある 。 2002 年 に は 、NCLB 法 (No Child Left Behind Act) が 成立 ・ 実 施さ 
れ た 。 こ の NCLB 法 は 、 学 力 格差 を 是正 する た め に 制定 され た 初等 中 等 孝 
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育 法 の 改定 法 で あり 、 特 に 低 所 得 家 庭 の 子ども た ちの 教育 を 向上 させ る こと 
を めざし た も の で ある (U.S. Department of Education 2002)。 こ の 法律 に より 、 
全 州 に お いて 全て の 子ども た ち が 2014 年 まで に 読み 書き ・ 算 数 (数 学 ) の 能 
HDE HALUAN (proficient) | に 達する こと を 求め 、 か つ 州 テス ト の 実施 が 
義務 化 さ れ た 。 学区 ・ 学 校 に 対し て は 、 テ スト 結果 の アカ ウン タビ リティ 
(説明 責任 ) を 課 し 、 目 標 基準 値 を 達成 で き な か っ た 学校 や 教員 へ 制裁 措置 
(sanction) と し て 改善 を 求め た 。「 要 改善 ] が 2 年 以上 続く と 「 浪 則 規 定 ] が 適 
用 され る 。 この 規定 の 内 容 は 、 そ の 学校 の 生徒 へ の [学校 選択 権 」「 補習 教育 
サー ビス の 提供 [学校 改善 の た め の 基 正 措置 ] な ど で あ る 。 5 年 以上 「 要 改善 」 
が 続く と 、 学 校 再編 の た め の 「Charter School へ の 移行 」「 教 職員 の 入れ 替え る 」 
「 管 理 運 営 を 州 政府 や 民間 企業 に 委託 ] す る と いっ た 措置 が 義務 付け られ て 
いる 。 つ まり 、 テ スト に よっ て 生徒 個人 個人 の 学力 が どう すれ ば 向上 する か 
と いう こと より も 、 テ スト に よっ て 成績 の 悪い 学区 ・ 学 校 を 明らか に し 、 主 
に 経営 面 で の 改善 を 求め る こと が 、NCLB 法 で 義務 化 き れ た テス ト の 特徴 で 
あり (北野 2017)、 そ の 意味 で 、 measurement で は な く evaluation と いう 位置 
付け が 定まっ た と いえ る 。 

この NCLB 法 成立 か ら 2 年 後 の 2004 年 、 再 び IDEA が 改正 され た 。2004 
年 の IDEA は 、 障 害 の ある 生徒 の 教育 へ の 期待 度 が 低い こと 、 そ し て 教育 法 ・ 
学習 法 に 関し て エビ デン ス に 基づい た 研究 が 十分 に な され て こ な か っ た こと 
を 明らか に し 、NCLB 法 と 密接 に 対応 させ 、 障 害 の ある 児童 ・ 生 徒 が 高い 期 
待 度 を も っ て 受け 入れ られ 、 可 能 な 限り 一 般 の 学級 で 通常 の カリ キュ ラム に 
則っ た 教育 を めざす も の と され た 。 この カリ キュ ラム に よっ て 、2003 年 以降 、 
障害 の ある 児童 ・ 生 徒 (6-21 歳 ) の 半数 以上 が 、80 % 以 上 の 時 間 を 一 般 学級 
で 過ごし て いる (U.S. Department of Education 2019) o 

第 3 期 の 法律 の 成立 や 改正 は 、 他 者 や 他 地 域 、 他 の 学校 と 学力 を 比較 する 
た め の evaluation を 続け つつ も 、 一 方 で は これ まで 学び や テス ト の 受験 か ら 
排除 され て きた 障害 の ある 子ども た ちの 学習 環境 を 大 きく 変え る も の で あっ 
た 。 IEP の 誕生 に より 、 個 別 の 子ども た ちの 学び を いか に 深め る こと が で き 
る か に 焦点 が 置か れ 始 め た 傾向 は 、 成績 や 効果 を 比較 する テス ト で は な く 、 
その 子ども 一 人 ひと り の 成長 や 達成 度 に こだわ っ て 時 系 列 に 評価 する と い 
う 、 新 し い 評 価 の 手法 の 提案 に つなが っ て いる 。 これが assessment と いう 
称 の 定着 と 軌 を 一 に し て いる 。 assessment は テス ト の 結果 (得点 ) を 評価 する 
と いう こと だ け で は な く 、 あ くま で 個人 が どの くら い 伸 び た り 、 ど の よう な 
配慮 を 実施 する と より 制約 を 受け ず に 学び を 深め られ る か を 測定 する も の な 
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の で ある 。 

これ まで 、 Kormos (2017) な ど びに も み ら れ る よう に 、 テ スト と assessment は 、 
概念 的 に は 明確 に 区 別 き れ て きた わけ で は な か っ た 。 し か し ここ で 私 た ち は 、 
measurement Z^ Ò evaluation と いう 流れ で 発展 し て きた テス ト と 、IEP か ら 新 
し く 生 まれ た 教育 評価 方 法 で ある assessment を 区 別して 議論 する こと が で き 
る よう に な る の で ある 。 


表 1 : 学習 へ の 評価 ・ ア セス メン ト の 歴史 
特徴 年 出来 事 
1905 | 仏 ・Binet Ò 知能 検査 開発 


1911 | 全米 教育 協会 NEA に よる 標準 テス ト 実 施 の 検討 開始 














第 1 其 1912 |Æ - Terman 知能 検査 開発 
measurement 
の 開始 1912 |Starch と Elliott の 研究 (採点 の 客観 性 ) 





1917 | 米 軍隊 で 集団 知能 検査 実施 


1926 | 進学 適性 試験 SAT (Scholastic Aptitude Test) 開始 














1933-41 |8 年 研究 





1960 年 代 
. FT 得 占 が 際 下 
SDIO (-90 年 代 ) SAT の 得点 が 降 
の 導入 








1965 | 全国 学力 調査 (NAEP) 開始 
1975 | 全 障 害 児 教育 法 EAHC 施行 、 個 別 教育 計画 IEP 導入 


1983 | 危機 に 立つ 国家 “A Nation at Risk" 











1985 The Standards for Educational and Psychological Testing 改訂 
第 3 期 1994 | 初等 中 等 教育 法 改正 


aessessment "- - 
へ の 注目 1997 |EAHC か ら 障 害 の ある 個人 教育 法 IDEA へ と 改称 ・ 改 正 








1990 進学 能力 評価 試験 SAT (Scholastic Assessment Test) に 改称 


カリ フォ ルニア 大 学 の 入学 要件 か ら SAT (知能 検査 を 含む ) が 外 
れる 


2002  |No Child Left Behind 法 成立 





2000 




















262 


3. 教育 効果 と 配慮 効果 
3-1. 学習 評価 

ここ まで 、 子 ども た ちの 学び の 評価 を めぐ る 象徴 的 な 概念 で ある 
measurement, evaluation, assessment と いう 言葉 を 用 いて 整理 し て きた 。 現在 で 
は 、 子 ども た ち 1 人 1 人 に 対す る 教育 や 学習 に 関す る assessment が 実施 され 
て いる 。 し か し 、 障 害 の ある 子ども た ち に つい て 考え た と き 、 具 体 的 に どの 
よう に assessment を 行う か に つい て は まだ 結論 が つい て いな い 。 なぜ な ら 障 
害 の ある 子ども が 一 般 学 級 の 子ども と 一 緒 に 学ぶ 時 、 何 が 配慮 で 、 何 が そう 
で は な いか を 判断 する こと は 、 容 易 で は な いか ら で あ る 。 そ こ で 第 3 節 で は 、 
これ まで の 、 学 習 へ の 妥当 性 と 公平 性 へ の 、 配 慮 の 影響 に 関す る 議論 と 、 障 
害 の ある 子ども へ の 配慮 が 、 い か に 学習 の 妥当 性 や 、 公 平 性 に 影響 を 与え て 
いる か を まとめ た 3 つの 仮説 を 紹介 する 。 

















3-2. 配慮 と 妥当 性 ・ 公 平 性 

学習 に お いて 、 配 慮 を 提供 し た 際 の 妥当 性 と 公平 性 へ の 影響 が 最も 問題 に 
な る の は 、test の 場面 で ある 。test に お ける 妥当 性 と 公平 性 は 、 イ ンク ルー 
シブ な 学習 環境 が 整備 され は じ め た 20 世紀 末 頃 か ら 盛 ん に 議論 さき れる よう 
に な っ た 。 例え ば 、1983 年 に は the Standards for Educational and Psychological 
Testing (AERA/APA/NCME 1985) が 出版 され 、 障 害 の ある テス ト 受 験 者 へ 
の 配慮 に 関す る 8 の 基準 が リス ト 化 され 、 現 在 も 改訂 が 続け られ て いる 。 
assessment に お いて も っ と も 重要 な の は 、 テ スト が 測り た いも の を 正確 に 測 
れ て いる か と いう テス ト の 妥当 性 で ある 。Henning (1987) は 、 妥 当 性 を 次 の 
よう に 定義 し て いる ( 訳 は 筆者 に よる も の で ある )。 




















妥当 性 と は 、 与 を られ た テス ト や 、 そ の テス ト を 構成 する 部 分 が 、 測 定 
し た いも の を 測定 する 方 法 と し て 適切 か どう か を 意味 し て いる 。 い ずれ 
の テス ト も 、 意 図 し て 測定 し よう と し て いる も の を 測定 する 範囲 内 で は 
妥当 で ある と いえ る 。“valid” と いう 用 語 が 、 あ る テス ト が 妥当 だ と 示す 
目的 で 使わ れる と き 、 基 本 的 に は そこ に 前 置 詞 の "for” が 伴わ れる べき で 
ある 。 ど の よう な テス ト で も 、 そ の よう に 前 思 詞 が 伴わ れれ ば 、 他 の 目 
的 に と っ て は そう で は な い に し て も 、 あ る 目的 に と っ て は 妥当 で ある と 
いえ る 。 (89) 
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Henning の 議論 を 引き 継ぎ 、Messick は 妥当 性 を 欠か す も の と し て 2 点 を 
挙げ て いる 。1 つ は 、 テ スト 自体 の 構造 化 が 不 十 分 で 、 そ の テス ト で 主 と し 
て 測り た いも の と 関連 し て いる 部 分 に 焦点 が 当たっ て お ら ず 、 測 り た いも 
の を 測る こと が で き て いな い 場 合 で ある (例え ば 、 ラ イ テ ィ ング の 力 を 測る 
た め の テ スト で 、 デ ィ ク テー ショ ン を し て し まう な ど )。 も う 1 ユ 1 つ は 、 テ ス 
ト の 構造 に は 関係 の な いも の が 含ま れ て お り 、 中 心 と する べき 要素 で は な 
い 要 素 で は な い 要 素 も 含め て 測定 し て し まっ て いる 場合 で ある (例え ば 、 ラ 
イ テ ィ ング の テス ト の 評価 基準 に 、 文 字 を 秩序 立っ て 手書き する こと が で 
きる と いう も の も 含ま れ て いる な ど )。 近年 test の 分 野 で は 、 妥 当 性 と 公平 
性 の 関係 が 注目 を 集め て いる (Davies 2010; Kane 2004, 2010; Kunnan 2010; Xi 
2010 な ど )。 例え ば 公平 性 は 妥当 性 か ら 完 全 に 独立 し て お り 、 関 係 が な い 
と する も の (Joint Committee on Testing Practices 1998, 2004; ETS 2002) も あれ 
ば 、 対 照 的 に 公平 性 と 妥当 性 は 両立 し が た い 構 成 要 素 だ と する も の (Davies 
2020)、 ま た 公平 性 を 、 妥当 性 を 含む 包括 的 な 概念 で ある と する も の (Kunnan 
2004), そし て the Standards for Educational and Psychological Testing (AERA/ 
APA/NCME 1999) は 公平 性 を 妥当 性 と 距離 が ある も の と し つつ 、 強 い 相関 関 
係 が ある と する も の な ど が ある 。 

議論 の 焦点 は 、 (合理 的 な ) 配慮 を 提供 する 場合 に その 配慮 が 、 学 習 者 や テ 
スト 受験 者 の うち 、 特 定 の グル ー プ に 対し て そこ まで 公平 な 学習 ・ 受 験 を 保 
証し うる の か 、 そ の 配慮 が どの よう に 評価 の 妥当 性 に 影響 する の か と いう こ 
と で ある 。 テ スト の 内 容 や 、 テ スト の 実施 手順 に お いて 、 配 慮 や 変更 を どこ 
まで 承認 する か は 、 テ スト や 学習 内 容 の 妥当 性 に 影響 を 与え る 可能 性 が ある 。 

し か し な が ら 、 何 が 配慮 (accommodation) で 何 が 変更 (modification) 7; な の か 
の 区 別 は 、 困 難 な 場 合 が ある 。 例 えば 言語 テス ト の 分 野 に お いて は 、Hansen 
ら (2005) が 、 あ る テス ト の 課題 の 種類 と 、 そ れ が 測定 し よう と し て いる 構 
造 と の 関係 性 に つい て 、 ど う 配 慮 する か の 調査 に 関す る 分 析 枠 組み を 作成 し 
て いる 。Hansen ら は この モデ ル を 実証 する た め に 、 読 解 力 を 測る 課題 で 読 
み 上 げ の 配慮 を 受け て いる 、 デ ィ ス レク シア の 受験 者 の 事例 を 用 いた 。 リ ー 
ディ ング テス ト を 構成 し て いる の は 、 デ コー ディ ング (活字 を 音声 化 で きる 
か ) E. 理解 (音声 化し た も の を 理解 で きる か どう か ) の 主 に 2 点 で あり 、 ディ 
スレ クシ ア の 受験 者 は 、 書 か ん て いる テキ スト を デコ ー デ ィング する 必要 
が な いた め に 、 読 み 上 げ の 配慮 は 不当 に ディ スレ クシ ア の 受験 者 に アド バン 
テー ジ を 与え て し まう 。 こ の よう に 、 読 み 上 げ は テス ト の 構成 概念 の 妥当 性 
に 影響 する た め 、Hansen ら は これ は 配慮 で は な く 、 変 更 で ある と 主張 し て 
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いる 。 一 方 で 、 読 解 に 関す る 問題 に 筆記 で は な く 口 頭 で 解答 する こと は 、 テ 
スト で 測り た い リ ー デ ィング 力 の 要素 の 構成 に 影響 すず 、 ま た この 調整 で あ 
れ ば 試験 の 妥当 性 に 影響 し な い 。Hansen Ò (2005) の モデ ル は 、high-stakes 
の 試験 で の アセ スメント と 、 教 室 で の アセ スメント の 両方 に 適用 する こと が 
可能 で あり 、 言 語 の 試験 に お ける 配慮 と 変更 を 区 別 す る こと が で き 便 利 で あ 
る 。 ま た 、Phillips (1994) は 、 受 験 者 に 対し 配慮 を 提供 する べき か どう か を 
判断 する 際 の 検討 事項 を リス ト 化 し て いる 。 そ の うち の 一 部 が 、 配 慮 と 変更 
の 問題 に 関係 し て いる 。 











・ そ の 配慮 は 、 テ スト が 測定 し た いも の の 要素 の 構成 を 変え た て し まう か ? 
・ そ の 配慮 は 、 テ スト の 得点 の 意味 を 変え て し まう か ? 
その 配慮 は 、 障 害 の な い 受 験 者 も な に か メリ ッ ト を 得る か ? 


この 間 い に 答え る た め に は 、 配 慮 を 実施 し た 場合 と そう で な い 場 合 で 、 障 
害 の ある 学習 者 と 、 そ う で は な い 学 習 者 の パフ ォ ー マ ンス を 比較 する 必要 が 
ある 。 こ れ ま で 配慮 を 提供 し た 場合 の 、 障 害 の ある 受験 者 と そう で は な い 
受験 者 の 得点 率 に つい て は 、 様 々 な 調査 が 行わ れ 、 そ の 結果 が まとめ られ 
て きた 。 障害 の ある 子ども と 、 そ う で な い 子 ども と の 間 の 得点 率 や 回 答 数 
の 増加 を 比較 し 、 配 慮 の 妥当 性 と 公平 性 に つい て 検討 し た 主要 な 3 つの 仮説 
が 、Maximum Potential Thesis, Differential Boost Hypothesis、 そ し て Interaction 
Hypothesis で ある 。 











3-3. 配慮 に 関す る 仮説 

まず 1 つめ の 仮説 は 、Maximum Potential Thesis (Runyan 1991; Zuriff 2000; 
Lovett 2010; Stretch & Osborne 2005) で ある 。 この 仮説 は 、 後 に 説明 する 
Differential Boost Hypothesis ^, Interaction Hypothesis よ り も 前 に 発表 され た 
仮説 で (Jennings 2014) 、 次 の よう な 例 で 示さ れる 。 


学習 障害 の ある 子ども と な い 子 ども の 、 試 験 時 間 延 長 の 配慮 を 実施 し 
た 際 の 得点 と 、 そ う で な い 時 の 得点 の 比較 を 行っ た 。 そ の 結果 、 学 習 障 
害 の ある 子ども は 試験 時 間 を 延長 し た 結果 得点 が 伸び た が 、 一 方 で 学習 
障害 の な い 子 ども に は 得点 の 向上 は 見 られ な か っ た (Zuriff 2000) 。 


この よう に 、 特 定 の 介入 の 結果 、 障 害 の ある 子ども の 得点 は 向上 する が 、 
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障害 の な い 子 ども の 得点 に は 影響 が な いと いう 場合 が Maximum Potential 
Thesis に 該当 する 。Zuriff (2000) は 、 こ の 仮説 の 有効 性 を 調査 する た め $ つ 
の 事例 を 調査 し た 。 し か し 、 全 て の 事例 が この 仮説 に 該当 し た と いう わけ で 
は な か っ た た め 、 仮 説 を 一 叶 し て 支持 で きる エビ デン ス は 見 つか っ て いな い 
と 結論 づけ て いる 。 

障害 の ある 子ども ち に と っ て メリ ッ ト が ある が 、 そ う で は な い 子 ども に と っ 
て は そう で は な いと いう 状態 は 、 つ まり その 介入 が 純粋 に 配慮 効果 の み を 与 
える 場合 と いう こと に な り 、 そ の 介入 に よる 「 そ の ほか の 効果 」 (仮に 余剰 効 
果 と 呼ぶ ) は 0 で ある と いう こと を 意味 する 。 障害 の ある 子ども と な い 子 ど 
も が と も に 学ぶ 場面 を 考え を た と き 、 こ の 仮説 の 非 現実 性 が 際立っ て くる 。 例 
えば 、 授 業 に お いて 純粋 に 障害 の ある 子ども へ の 配慮 効果 の み が あ ら わ れる 
の は 、60 分 間 の 授業 で 、30 分 ぶん の 内 容 し か 扱わ な か っ た 場合 と いう こと 
に な る 。 こ の 仮説 は 、 純 粋 な 配慮 効果 の み を 測定 する こと で 、 そ の 差分 が 厳 
蜜 に 配慮 で ある る こと が 証明 で きる 。 し か し 、 こ の 想定 は 、Kormos (2017) Ò 
が 論じ る よう に 、 や や 非 現 実 的 な 想定 で ある と いえ る 。 ど の よう な 配慮 で あっ 
て も 、 全 体 に な ん ら か の 影響 を 与え て し まう の が 一 般 的 で 、 仮 に 一 般 の 生徒 
へ の 余剰 効果 を 口 に し よう と する と 、 そ の 配慮 は 教育 の 質 を 下げ て し まう よ 
うな 類 の も の と し か いえ な く な る だ ろう 。 

2 つ め lå, Differential Boost Hypothesis で あ る (Fuchs & Fuchs 1999, 2001; 
Lewandowski et al. 2008; Sireci et al. 2005)。 この 仮説 は 、 あ る テス ト の 受験 や 
学習 に お いて 、 何 ら か の 介入 を 行っ た 場合 、 障 害 の ある 子 ・ な い 子 いずれ も 
得点 の 上 昇 が 見 られ る が 、 そ の 上 昇 率 が 障害 の ある 子 の ほう が 大 きい 場合 ( 差 
分 が ある 場合 ) は 、 こ の Differential Boost Hypothesis に 該当 する 。 こ の 仮説 は 、 
次 の よう な 例 を も っ て 示さ れる 。 














学習 障害 の ある 子ども と そう で な い 子 ども に 対し て 、 算 数 の テス ト で 、 
読み 上 げ を 実施 し た 際 の 得点 と そう で な い 時 の 得点 の 比較 を 行っ た 。 そ 
の 結果 、 い ずれ の 子ども た ちゃ 読み 上 げ を 実施 し た ほう が 得点 が 高く 
な っ た 。 ま た 、 障 害 の ある 子ども た ちの ほう が 、 大 きく 得点 が 上 が っ た 
(Fuchs & Fuchs 1999) 。 


この よう に 、 い ずれ の 子ども に と っ て も 配慮 の 実施 は 利益 が あり 、 か つ 障 
害 の ある 子ども へ の 配慮 効果 が 、 障 害 の な い 子 へ の 配慮 効果 を 上 回 っ て いる 
場合 は 、 そ の 配慮 が 合理 的 に 必要 で 妥当 で あっ た こと を 立証 し て いる と 説明 
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され る 。 配慮 を 提供 し た こと に よっ て 、 障 害 の な い 学 習 者 の 得点 が 、 こ れ 以 
上 上 昇 し な く な る 「 天 井 効果 ] を うま く 制 御 し 、 障 害 の ある 子ども と な い 子 
ども の 間 の 差分 を 測定 する 必要 が ある と Laitusis (2010) は 指摘 し て いる 。 

ここ で 配慮 と し て 実施 され た 読み 上 げに よる 、 障 害 の ある 子ども と な い 子 
ども の 得点 の 上 昇 と いう 結果 は 、 一 見 配慮 に よる も の (=「 配 慮 効果 」) の よ 
うに 見 える 。 し か し 、 そ れ は 果たし て 本 当 に 配慮 に よる 効果 の み に よ る も の 
と いえ る だ ろう か 。 例え ば 、 学 習 障害 の 場合 、 こ れ ま で 文字 で 学ん で いた 内 
容 の 理解 が 、 文 字 の 読み 書き が 困難 で ある こと で 制限 され て いた 可能 性 が あ 
り 、 そ の 内 容 を 音声 、 つ まり 読み 上 げ で 学ん だ 際 に 新しい 学び を 得 た り 、 学 
習 内 容 が その 子ども の な か で 整理 され て いる こと は 大 い に 考 えら れる 。 つ ま 
り 、 配 慮 と し て 提供 され た 読み 上 げ は 、 配 慮 効果 は も ちろ ん 、 一 定 程度 の 教 
育 効果 を 見 込め る よう な 「 余 剰 効果 ] が ある と も いえ る の で は な い だ ろ うか 。 

も し も ゃ 障害 の な い 子 ども も 、 そ の 介入 に よっ て 大 き な メ リッ ト を 得る と し 
た ら 、 そ れ は その 受験 者 た ち も 、 現 在 の テス ト 環 境 下 で 能力 を 最大 限 に 発揮 
し て いな か っ た こと に な る と いう 、 有 妥当 性 の 問題 が これ まで に 指摘 され て 
きた (Kormos 2017)。 ま た 、 そ の 介入 が 、 す べ て の 障害 の ある 子ども と な い 
子ども の 得点 を 向上 させ る わけ で は な い (Lewandowski et al. 2007: Lin & Lin 
2014; Händel et al. 2014)。 そ の 場合 、 す べ て の 子ども た ち に 対し て その 介入 
を 行う こと は 、 公 平 性 を 十分 に 担保 し て いる と は いい 上 難い 。 

3 つめ は Interaction Hypothesis (Sireci et al. 2005) で ある 。 こ の 仮説 は 、 あ 
る 配慮 の 実施 に よっ て 、 障 害 の ある 学習 者 の み が 、 配 慮 の な い 試験 で の 得点 
と 比較 し て より 高い 得点 を 出し た 場合 が 該当 する も の で ある 。 先 に 説明 し た 
通り 、 こ れ ま で test に お ける 妥当 性 と 公平 性 、 そ し て その 関係 性 は 、 様 々 に 
議論 ・ 定 義 8 れ て きた が 、 特 定 の 介入 が 公平 な 配慮 で あっ た 場合 、 障 害 が あ 
る 子ども と 障害 の な い 子 ども の グル ー プ の 間 と 、 配 慮 提供 時 と 通常 時 の 間 
に な ん ら か の 相互 作用 が ある と この 仮説 は 説明 し て いる (Cawthon et al. 2009; 
Sireci et al. 2005); Maximum Potential Thesis は 、 包括 的 な テス ト で は な く 、 
試験 時 間 の 延長 に つい て の み が 言 及 き され て いた が 、Interactive Hypothesis は 
その 議論 を 引き 継い だ 仮説 と な っ て お り 、 具 体 的 な 相互 効果 を 制御 する こと 
で 、 配慮 に よる 効果 と 、 余剰 と され る 効果 を 区 別 し よ うと いう 試み で ある が 、 
未だ 道 半 ば と いっ た 趣 が 強い と いえ る か も し れ な い 。 























3-4. オ ン ラ イン の 時 代 に お ける assessment 
STET, assessment の 3 つの 主要 な 理論 を 整理 し 、 そ の メリ ッ ト と デ 
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メリ ッ ト を 比較 し て きた 。 本稿 で 特に 強調 し た い の は 、 こ と 教育 ・ 学 習 の 
assessment の 場合 に は 、 測 定 さ れ た 結果 の うち に は 2 つの 効果 が あり 、 そ の 
混 江 が 問題 に な っ て きた 点 で ある 。 通常 、 合 理 的 配慮 な どの 支援 や 介入 が 、 
それ を 受け る 本 人 の 能力 その も の に 何ら か の 影響 を 与え を る こと は ほとん ど な 
い 。 例 えば 、 股 体 障害 に お ける 移動 の 評価 を 考え て みた 場合 、 ス ロー プ ・ エ 
レベ ー タ な どの 環境 面 の 配慮 や 、 電 動車 いす な どの 技術 支援 が あっ た と し て 
も 、 そ れ が 該当 者 の 歩行 能力 に 影響 する と いう こと は な い 。test の 際 に スマ 
ホ や タブ レッ ト を 使用 し た か ら と いっ て 、assessment で は 純粋 に 該当 者 の 能 
力 を 評価 する こと は 、 当 然 の ご と く < 可能 で ある し 、 基 本 的 な assessment は 、 
本 人 の 能力 その も の が 外 在 的 な 影響 を 受け る こと が な いこ と を 前 提 と し て 企 
画 さ れる 。 

し か し 教育 や 学習 に 関し て 、 評 価 や 介入 を し よう と し た 場合 は 、 そ の よう 
な 純粋 な test や assessment を 想定 する こと が で き な い 。 そ の test や assessment 
で 評価 され た 結果 の 中 に は 、 そ も そる も 合理 的 配慮 の 影響 と は 別に 、 介 入 が 実 
施さ きれ る こと で 、 該 当 者 本 人 の 能力 その も の の 向上 (問題 が 分 か りや すく な 
る 、 整 理 し て 理解 し や すく な る 、 間 題 の 構造 把握 が 進み 回 答 し や すく な る な 
ど ) と いう 、「 教 育 的 な 効果 」 の 可能 性 が ある か ら で あ る 。 assessment に 関す る 
3 理論 は 、 全 て 、 そ の よう な 、test や assessment か ら す る と 「 余 剰 効果 ] と で 
も 呼ぶ べき 効果 を 、 実 際 の | 合理 的 配慮 の 効果 ] と 、 ど う 切 り 離 し て 評価 す 
る か と いう 観点 に 傾注 し た も の で あっ た 。 そ し て その 営み は 、 全 て 報 わ れ た 
と いう こと は で きず 、 現 在 で も 公平 性 と 妥 当 性 の 観点 か ら 、 幾 重 に も 暴論 
許し て いる と いっ て よい 。 

確か に 、test や assessment を 、 従来 の 他 の 能力 評価 と 同質 の も の と し て 考 
え 続け る 限り は 、 こ の 間 題 は 常に つき まとう で あろ う 。 し か し 現代 社会 に お 
ける 教育 の 測定 は 、 そ の よう な 見 方 を 大 幅 に 変更 する 必要 性 を 現 前 させ て い 
る 。 

一 番 の 好例 が 、COVID-19 Crisis に よる 、 オ ン ラ イン 教育 の 急速 な 進展 で 
あろ う 。 対面 で の 授業 を 前 提 と し て いた 場合 と 異な り 、 教 育 内 容 の 全面 的 な 
オン ライ ン 化 が 必要 と な っ て 、 緊 急 で 導入 し て いる 教育 機関 は 多数 に の ぼる 。 
それ ら の オン ライ ン 化 に よっ て 、 障 害 学 生 ・ 生 徒 ら の 学習 環境 も 大 きく 変更 
を 迫 ら れ て いる 。 デ ジタル 化 ・ オ ン ラ イン 化 の 特徴 は 、 そ れ が 学習 者 全体 に 
適用 きれ る が 、 そ の ディ バイ ス 、 ア プリ 、 教 材 な どの 大 半 は 、 従 来 の 対面 授 
業 よ り も 、 多 く の 学 生 に と っ て 環境 改善 に 繋が っ て いる 。 配布 資料 は 拡大 が 
自由 で 見 や すく な り 、 音 量 は 自分 に マッ チ し て 自由 に 変更 で きた り 、 読 み 上 
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げ の ON/OFF を 選べ た り 、 授 業 の 内 容 は 録音 や 録画 で きた り 、 オ ン デ マン ド 
教材 を 自由 に 見 直し た り で きる 。 つ まり 、 徒 来 の 拡大 資料 、 音 量 変 更 、 音 声 
読み 上 げ と いっ た 合理 的 配慮 の 一 部 が 、 自 動 的 に 全学 生 ・ 生 徒 に 配慮 と し て 
提供 され る 可能 性 が 高く 、 し か も それ は さほど 上 難しく な い の で ある 。 こ の よ 
うな 状況 で は 、assessment に お いて も 、 純 粋 な 合理 的 配慮 の 成果 と 、 オ ン ラ 
イン が 生む 「 余 剰 効果 ] と を 区 別 す る こと は 、 ほ と ん と 不可 能 だ ろう 。 

つま りこ の 事態 は 、 こ れ ま で の 前 述 の 3 理論 や 、 そ の 母体 と な っ て いる 合 
理 的 配慮 論 が 、 ど れ ほ ど 対 面 で の 教育 や 試験 を 、 無 意識 の うち に 念頭 に お い 
て いた の か を 、 あ ら わ し て いる と いう こと が で きる 。 急速 に すす む オ ン ラ イ 
ン 化 は 、 合 理 的 配慮 を 受け た 
教育 評価 の 状況 と そ も 、 大 きく 変容 し て いる と いう こと が で きる の だ 。 そ れ で 
は 、 そ の よう な 時 代 に 有用 な assessment 理論 は 、 果 た し て あり 得る の だ ろう 
か 。 











4. まとめ に か えて : オン ライ ン 化 と assessment の 時 代 に 求め られ 
る 評価 理論 と し て の Differential Boost Hypothesis 


本 稿 で は 、 ま ず 、 教 育 評価 の 前 史 を 整理 する 中 で 、 measurement や evaluation 
な ど 集 団 内 で の 比較 素材 と し て 考え られ て きた も の が 、 そ れ ぞ れ の 個別 の 成 
長 を 測定 する assessment と いう 方 向 に 変容 する 傾向 が あっ た こと を 整理 し て 
きた 。 実は 、test で は な く 、assessment だ け で よけれ ば 、 合 理 的 配慮 策 と 混 
ざり あっ て 、 全 体 的 な 支援 と し て | 合理 的 配慮 効果 ] と [余剰 効 果 」 が 混濁 し 
か ね な い オ ン ラ イン 化 の assessment と し て 独特 の 地位 を 得る こと が で きる 理 
論 を 見 出す こと が で きる 。 そ れ が 、Differential Boost Hypothesis で ある 。 

現在 、 主 流 と な っ て いる 3 理論 の うち 、Maximum Potential Thesis と 
Interaction Hypothesis (X, | 余剰 効果 ] を いか に 生み 出 き な いか 、 と いう メソ ッ 
ド を 目指 し て いる 。 確 か に 他 者 と の 比較 と いう 意味 で の 公平 性 を 厳密 に 確保 
し よう と する 場合 、 そ の 戦略 は 間違っ て いな い 。 し か し 、 各 個人 の 成長 を 評 
価 し よう と いう assessment の 場合 は 、 そ の よう な 比較 の た め の 公 平 性 は 従属 
的 な 要素 で あり 、 む し ろ こ だ わる こと で 、 児 童 ・ 生 徒 へ の 教育 全体 の 効果 を 
制限 し て いる と も 考え る こと が で きる 。 子ども た ち は 、 試 験 の 中 で も 学び 、 
試験 を と お し て も 成長 する は ず な の だ 。 

一 方 で 、Diferential Boost Hypothesis (X, | 余剰 効果 ] の 発生 を 前 提 と し て 、 
それ を 関 値 まで 制御 し 、 残 差 か ら 「 合 理 的 配慮 効果 ] を 見 い だ す と いう 技法 
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で あっ た 。 オ ン ラ イン 化 の 場合 、 こ の よう な 「 効 果 全体 ] を 「 教 育 効果 」 と 考 
える こと が で きれ ば 、 新 し い 時 代 の 評価 理論 と し て 、 バ ー ジ ョ ン ア ッ プ させ 
る こと が で きる の で は な いか 。 考え て みる と 、assessment の 結果 に 見 られ た 
成果 は 、 環 境 構 築 に よる 配慮 の 結果 と し て も 、「 余剰 効果 ] だ と し て も 、 そ れ 
は 一 つの 教育 の 総体 が も た らし た 「 教 育 の 効果 ] と いえ る の で ある 。 配慮 の 
有無 で は な く 、 配 慮 の 中 で 学び 続け る の で あれ ば 、 そ の 環境 形成 も 一 つの 効 
果 と し 、 そ の 後 の 生 徒 ・ 児 童 の 成長 に 目 を 向け れ ば いい の で は な いか 。 つ ま 
り オ ン ラ イン 化 の 時 代 の assessment C で よけれ ば 、 環 境 配慮 の 結果 も 、 余 剰 効 
果 も 、 そ し て 本 人 の 努力 の 結果 の 成長 も 、 全 て 教育 の 成果 と し て 把握 する こ 
と で 、 よ り 合 理 的 な 成長 の 軌跡 を 描き 出す こと が で きる の で ある 。 

ここ で 示さ れ て いる の は 、 配 慮 や 環境 の 影響 を 含め た 評価 が 切り 拓 き うる 、 
新しい 「 能 力 ] で ある と いえ る 。 

その 観点 を どの よう に 評価 全体 の 中 に 位置 付け る か は 、 今 後 の 理論 化 と 
実践 が 待た れる が 、 そ れ で も 、 環 境 や 配慮 を 含め た 能力 全体 を 評価 し うる 
Differential Boost Hypothesis が その 土台 と な る こと は 間違い 無い だ ろう 。 古 
び た 仮 説 と し て 忘れ 去ら れ よ うと し て いる Differential Boost Hypothesis の 再 
解釈 が 、 個 別 具体 的 な assessment を 求め られ な が ら も 、 急速 な オン ライ ン 化 ・ 
デジ タル 化 の 前 で 戸惑う 私 た ち に 、 一 筋 の 光 を 指し 示し て くれ る 。 
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注 

1) 心理 学者 Terman に 代表 され る 知能 の 「 遺 伝説 ] は 、 そ の 後 そ れ に 対す る 「 環 境 説 ] か ら 、 測 定 方 
法 の 非 科学 性 や 人 種差 別 的 特徴 を 指摘 され 、 有 名 な 論争 に な っ て いる (1922 年 の リッ プ マ ン = 
ター マン 論争 )。 

2) それ まで の 知能 検査 は 、 個 別 検査 で あっ た 。 

3) College Board と は 、 米 国 の 大 学 入 試 の 標準 テス ト の 1 つ で ある SAT を 主催 する 非 営利 団体 で ある 。 

4) G・1 法 と は 、1944 年 の 復員 兵 援護 法 (Servicemen' s Readjustment Act of 1944) の 別名 で ある 。G・ 
I と は 「 ア メリ カ 兵 ] を 意味 する 俗語 で あり 、 こ の 法律 は 、 第 二 次 大 戦時 アメ リカ の 兵士 だ っ た 人 々 
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5) 


6) 


7) 


8) 


9) 


の 、 兵 役 後 の 権利 や 、 保 証 な ど に つい て 記載 し て お り 、 こ の 法律 に より 中 産 階 級 へ と 社会 階層 
を 向上 させ た アフ リカ 系 アメ リカ 人 も いた (FDR Library 2020)。 

1971 年 、Pennsylvania Association for Retarded Children (PARC) が 、 ペ ン シ ル バニ ア 州 に 対し て 
起こ し た 裁判 で ある 。 当 時 ペン シル バニ ア 州 は 、 知 的 に 障害 の ある 子ども た ち が 無 償 の 公立 学 
校 へ の 入学 を 認め て いな か っ た 。 こ れ に より 、 公 立教 育 を 受け る の に 知 的 に 障害 の ある 子ども 
た ち が 教 育 を 受け る 機会 を 猫 予 ・ 制 良し た り 、 拒 否 す る よう な 政策 は 認め られ ず 、 ま た 6 歳 か 
ら 21 歳 の ペン シル バニ ア 州 の 知 的 に 障害 の ある 子ども た ち に 教育 が あたえ られ る べき と され た 
(Abeson & Zettel 1977) o 

1972 年 、 精 神 、 行 動 、 身 体 また は 情 末 の 障害 を 理由 と し 、 公 教育 を 与え られ な か っ た 子ども た 
ち に か わり 、 保 護 者 が ワシ ント ン D.C. 教 育 委 員 会 を 提訴 し た 。 こ の ミル スズ 裁判 の 結果 、 す べ て 
の 学齢 期 に に ある 子ども た ち が 、 そ の 障害 の 程度 に か か わら ず 、 無 償 で 適切 な 公 教 育 を 受け る 
こと が 認め られ た 。 ミ ルズ 裁判 は 、 知 的 障害 児 を 射程 と し て いた PARC 判決 を すべ て の 障害 児 
に 拡大 し た も の で あっ た と 指摘 され て いる (青木 2020)。 

A Nation at Risk [危機 に 立つ 国家 」) と は 、1983 年 の 連邦 報告 書 で ある 。 こ の 報告 書 に は 、 当 時 
の アメ リカ 全土 の 学力 の 現状 と 、 それに 対す る 提案 が 記さ れ 、 アメ リカ の 教育 水準 の 低下 (危機 ) 
を 警告 し て いる 。SAT の 得点 が 1960 年 代 以 降 低 下 し て いる こと に 加え 、17 歳 の アメ リカ 人 の う 
ち 、 約 13 % が 読み 書き が で き な い こと 、 特 に マイ ノリ ティ や 貧困 家庭 に ある 子ども た ち が 学 習 
上 の 困難 を 抱え て いる こと な ど が 指摘 され た 。 

厳密 に いう と 、Scholastic Aptitude Test か ら Scholastic Assessment Test へ と 名 称 変更 し た の は SAT 
I で あり 、 従 来 ACH (アチーブメント テス ト ) と 呼ば れ て きた 教科 別 の テス ト は SAT II と 名 称 変 
更 し 、 こ の TI と II の テス ト 2 つ を SAT と し て まとめ る こと に し た (荒井 2003)。 

個別 教育 計画 に は 、 次 の よう な 内 容 も 含ま れる : 子 ども に 提供 され る 特別 な 教育 、 関連 サー ビス 、 
補助 的 な エイ ド や サー ビス 、 プ ログ ラム の 変更 (modifcation)、 人 研修 を 含む 、 学 校 教職 員 に 必要 


な 支援 な ど 。 
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